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令和３年度（2021年度）第４回宝塚市国民健康保険運営協議会  会議要旨 

 

日時：令和4年（2022年）1月18日（火）  

   午後1時30分から3時30分      

場所：宝塚市立公民館 203・204学習室   

 

 

議題１ 宝塚市国民健康保険事業の財政運営について 

令和４年度国保事業費納付金の本算定結果を受け、国民健康保険税の税率等を据え置くことにつ

いて、事務局から配布資料に基づき内容を説明した。 

 

＜主な質疑・意見＞ 

（ 委 員 ）  １点目、モデルケースとして、令和５年度に５万６，１００円の値上げとのことだが、

値上げによる収納率の変化や医療費の増等で、令和６年度はどのくらいの負担になる見

込みか。 

２点目、基金を全額取り崩した場合、令和６年度の値上げ額はどうなるのか。 

（事 務 局）  １点目、値上げによる収納率の変化について、一般論的に値上げをすると収納率が下

がるイメージがあるが、前回の値上げの際も下がらなかったので、今回の値上げで大き

く下がることはないと考えている。 

２点目については、納付金の状況や医療費の伸びによっても違い、想定が難しい。 

（ 委 員 ）  保険税は実際に市民の方が払える、医療に結びつくということが大前提である。その

中で、子育て世帯などの配慮が必要なところには、どういう対応をとるのか。国の方針

通り、均等割の軽減を未就学の子に限定するのか、もう少し年齢を上までにするのか。

配慮が必要な方々に医療が結びつく形をとったうえで、市で考えていただきたい。 

（事 務 局）  国の方針通り、未就学の子に対して均等割の軽減を実施する。 

（ 委 員 ）  宝塚市は、均等割額が標準保険料率との差でマイナスになっていることから、お子さ

んをお持ちの世帯に対して手厚くなっている。 

（ 委 員 ）  本算定において、県からの納付金が仮算定時より減額になっているが、来年度に保険

料を下げようと考える兵庫県内の市町はあるのか。 

（事 務 局）  阪神間を全部確認していないが、恐らくないと認識している。 

（ 委 員 ）  宝塚市は、所得割、均等割、平等割の金額が出ているが、非常に配慮ができている。

ただ、平等割の部分だけ、標準保険料率と現行の保険料率の差が４０５円になっている。

平等割の差４０５円分に該当する金額を基金の減額で対応できないか。 

（ 委 員 ）  金額の上がり下がりは不信感を抱く可能性がある。個人的には、下げるのはなるべく

やめたほうが良いのではないか。 

（ 委 員 ）  下がったら、何かあったかと思う。 

また、「値上げします」という情報だけだと、市民の方は戸惑うと思う。そのため、

「上げます」までの過程の情報をもっと開示していただきたい。保険料を使う我々市民

としても、やりくりして、みんなで支えていくという価値観を共有できたらと思う。 

（ 委 員 ）  私としては、保険料が余り変動するのは好ましくない。 

また、医療者としては、これだけの医療費を払っているのだから、これだけのことは

してほしいという期待に応えられるように、医師会として、ぜひ頑張っていきたい。な

るべく安い医療で良い医療ができるようにしていく必要があると思っている。 

（ 委 員 ）  年齢が理由での値上げは仕方がないが、支払う側にしたら、値上げをする理由という

のはよっぽどでないと分からない。データヘルス関係に伴う保険事業関係については、

お金もかからないので、市民目線に立って、値上げするにふさわしいような、市民に行

き届いたサービスを充実させるなど、そういうのでカバーしてもらうと良いと思う。 

（ 委 員 ）  令和２年度と令和３年度の見込みを比較して、一人当たり医療費が伸びている。新型

コロナが一つの誘因になっているのなら、変異型が収まらない可能性もあり、令和４年、

令和５年も増える可能性がある。 
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（ 会 長 ）  今後、医療費の推移がさらに上がっていくのか。高いままなのか。要因をもう少し詳

しく、分析する必要があります。 

次回の運営協議会において、来年度の国民健康保険料についての方針を固める必要が

あり、本協議会としての諮問に対しての結論を次回に出したいと考える。これまでの意

見を踏まえて、私のほうで答申案を作成し、各委員に内容の確認をお願いしたい。 

 

報告  その他 

事務局より、今後の運営協議会の日程について説明。 

＜今後の日程＞ 

第 5回 令和４年 1月２８日 

    主な内容  令和４年度のの国民健康保険事業の財政運営について（答申予定） 

（事 務 局）  新型コロナウイルスの動向により、対面での会議の開催が困難かもしれない。その際

は、会長ともご相談の上、決定させていただく。 

 

（ 会 長 ）  協議会はこれで終了する。 

 


